
いつもありがとうございます。 

W47 青果発注書をお送り致しました。 

御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

・すいません、もう少し御注文額の前年同週の表記テストが済んでいませんので、 

今週は未だ表記できません。 

 

・高知県産 池一菜果園 とさいずまとまと 

久しぶりに池さんのところに行ってきました。 

夏前に行った時には、『今年は 10月の 15日頃から出荷』 と聞いていましたが、 

さすがに夏のおかしな天気にトマトが耐え切れず、3～4週間遅れてしまっているので、 

気になって見に行きました。 

見に行くと、池さんトマトはすっかり元気になり、 

ハウスの中は気持ちよく育つトマトの気で充満していました。 

 

『うちは、フルーツトマト屋だから』 とまた言っていました。 

このセリフを聞くと私は心配になります。 

 



フルーツトマトは、トマトの樹を苦しい状態に追い詰めて、追い詰められた樹が 

子供であるトマトを強いトマトに育てます。 

簡単な理屈なのですが、実際には難しいさじ加減になります。 

でも、そんな事より、ビニールハウスという閉じ込められた空間で密に育っていますので、 

元気を無くしていたトマトの樹を、 

長い収穫期間中無事最後までトマトを成らせてくれるように、 

この時期は、いったん元気に育てていましたので、ハウスの中は凄く気持ちが良く、 

従って池洋一という人間も元気でした。 

 

しかし、トマトが追い詰められて来ると、ハウスの中に長くいると、 

とても息苦しく、圧迫感に満ちて来て、外に出たくなります。 

そんな気を長く受けていると、池さんの健康状態を狂わせてしまっていると思うのです。 

でも、していることは経済行為なので、儲かるフルーツトマトがいっぱい成ってくれば、 

欲という心は元気になって来ます。 

この欲で身体が圧迫されている事に気づかせなくなってしまう事が想像され、 

心配してしまうという事です。 

  

確かに、池さんのトマトは来週にでも測定値を掲載しますが、飛び抜けた成分量で、 

元気じゃない人が食べれば元気になります。 

今話題のトマトダイエットの効果もあり、本人自身も体調が優れないのでという理由で、 

自身の 『トマトジュースを毎日飲んでいたら』『5kg瘦せてしまった』 と言い、 

歩く姿も軽やかに見えました。 

また 、ベトナムから来られている、ハウスで働く女性も 『生理痛が抑えられる』 

と言っているほどです。 

 

そのような化学的なパワーはあることは分かるのですが、 

生命はそれだけでは成立していないので、 



先に書いたハウスで育っているトマトの樹の気に、 

池さん自身の健康の為には留意した方が良いよと言う意味です。 

でも、人生の大先輩にそんな説教がましい事をいう訳にはいかないので、 

『僕は、池さんが元気でいてくれればそれでいいよ』 とだけ言って帰って来ました。 

私がリクエストしている 『とさいずまとまと』 は糖度 6度が基準のトマトです。 

フルーツトマトは、その栄養成分が凝縮しているだけです。 

私のお薦めは、『とさいずまとまと』 を料理に使う事です。 

その理由は、旨味成分が多く含まれているから料理が美味しくなるし、 

身体にいい影響を与えてくれるカロテノイドも多く含まれていて、 

一挙両得みたいな話しだからです。 

 

・北海道産 特別栽培 無限樹さんの栗南瓜ホロホロ 

無限樹さんの特別栽培 『恋するマロン』『こふき』 完売です。 

残り、今回届く 4-7玉が数箱、8玉が３８箱です。 

今シーズンの特徴は、何と言っても天候不順で、出荷の間が微妙に空いてしまった事です。 

8月 9月は、もの凄い勢いで受注が殺到したことが、その事に拍車を掛けたようです。 

このままでは、10月中旬にホロホロを売る羽目になると心配しましたが、 

ちゃんと帳尻を合わしてくれたようです。 

 

何故なら、10月にトーンダウンしたからです。 

市場価格も毎年 10月は下落します。 



それは、北海道の農家が稲刈りを迎え、 

倉庫を空けるために南瓜を一斉に市場に放出するからとは、無限樹さんの説明です。 

『恋するマロン』 の間が空いたことで、今年から取り組まれている企業さんが 

アルファーの南瓜から離れられました。 

昨年以前から取り組んで頂いている企業さんは、 

その後継品種の 『こふき』 も同様に美味しい事を御存知で、 

品種が変っても、取り組みを続けられ、変らぬ数量で御発注頂けるのですが、 

残念ながら ここらが、違うのですね。 

 

せっかく、お客様がラベルを見て美味しい南瓜だと思われているのに、 

恋するマロンが終われば美味しい南瓜も終わりになって、 

ひと月以上かけて売り場でアピールしたのに機会を逃されるのですね。 

そして、価格で売る南瓜に切り替えられるのです。 

次に買った南瓜が前回感動したほど美味しくなく、また来年を楽しみに待たれるので、 

それはそれで良いのですが、評判だから売っただけで、根本的に、 

何のために美味しい南瓜を売ったのか、その意味を御存じないのかもしれません。 

でも、チャンスはメリーゴーランドのようにまた遣って来ますから、 

次に回って来た時に乗っかれば良いのだと思います。 

お互い思い込みの自分の判断に従って、生きています。 

ひとの進言を聞き入れられるかどうかは、 

聞き入れても自分を見失わない自信があるひとのみが、ひとの話しに耳を傾けられ、 

学び、成長が出来るのだと思います。 

もっとも、60代もあと少しで終わりという年代に達して、 

ようやく分かる事なのかもしれません。 

 

さて、ここから、栗南瓜ホロホロに移行します。 

画像は無限樹さんが送ってくれた南瓜です。 



確か、9月の終わり頃にサンプルを試食しました。 

この南瓜は、11月中旬から、そのパワーを発揮する超晩生の品種です。 

例年、無理して 12月の末まで、こふきを引っ張っていました。 

11月の末頃から、腐敗が始まり、12月も 10日頃になると 

30%程度が廃棄になります。 

あまり気のいい作業ではないので、私自身の手で検品をしながら、 

『もう止めよう』 と思う事が年中行事のようでした。 

それでも、美味しいので止められずに、のど元過ぎたら熱さを忘れ、 

また同じ数量の作付け依頼をしてしまうのです。 

こっちでこれだけ捨てていたら、農家の無限樹さんの方でも 

同様の事が起こっているだろうと思いますが、 

それでも、頼むと言うと、『よしよし』 とまた作ってくれて来ました。 

有難い話しです。 

お互いに、馬鹿といえば、その通りで否定はしないと思いますが・・・・・・ 

銭勘定だけで、生きて行ければ良いのですが、それじゃ何のために生きてるのか分からない。 

 

そこから、解放してくれる品種改良の賜物、です 

カネコ種苗という種苗会社の南瓜ブリーダー 野口聡の傑作です。 

いくら超晩生でも白い南瓜のように美味しくなければ何にもならないのですが、 

これが、『恋するマロン』 や 『こふき』 と肩を並べるほど、美味しくなります。 

今年の初めに和田農園さんからサンプルが届いたとき、直ぐに野口氏に電話をかけ、 

『ノーベル賞ものだ』 と絶賛したら、照れていました。 

南瓜にとって、新しい時代の幕開けです。 

 

さて、此処からは冬至用南瓜のパネルの話しを担当の馬場真美が送ってくれています。 

  



・冬至用 販促パネル かぼちゃで陽の気を取り入れる 

前回は冬至の仕組みや言われをご紹介いたしましたが、 

今回は何故かぼちゃを食べるのかについてお話ししたいと思います。 

験(げん)担ぎやラッキーアイテム、縁起物はみなさんお好きなのではないでしょうか。 

今回ご紹介する 2 つ目の冬至パネルは、 

かぼちゃを食べると運気がアップするという内容です。 

 

前回ご紹介したように冬至は、古くから日本でも一年の節目の日として 

お祝いされてきました。 

冬至は一年で最も太陽の力が弱い日ですが、 

次の日からは陰が陽に転じて運気が上昇すると信じられています。 

でもどうしてかぼちゃなのでしょうか。 

冷蔵庫の無かった時代に、長期保存でき栄養価の高いかぼちゃは 

貴重な存在だったと言えます。 

かぼちゃはカロテンやビタミン B1などを多く含むことから、 

節目である冬至の日に食べることで栄養をつけていたのでしょう。 

寒い冬を無事に乗り切りたいという、昔の人の知恵と願いがこめられているということですね。 

 

また、南瓜＝かぼちゃは南方の国から日本へ渡ってきた野菜で、 

旬が夏であることから、夏や陽の気を持つとされました。 

運気が北(陰)から南(陽)へ向かうとして、積極的に陽の気を取り入れ、 



運気をアップさせるために食べられるようになったのです。 

縁起物として冬至に食べると運気が上がると言われる食材は他にもあります。 

「冬至七草」と呼ばれる、名前に「ん」が２つ入っている食材で、 

その中に南瓜(なんきん)=かぼちゃも入っています。 

「ん」がつくものを食べると運がつくとされ、「なんきん」の他に「れんこん」、「かんてん」、 

「きんかん」、「にんじん」、「ぎんなん」、「う(ん)どん」 

が縁起が良いとされています。 

ダジャレ…なんですけれど、かぼちゃに至っては、「なんきん」も「パンプキン」も「ん」が２つで、

何とも縁起が良い感じがしますよね！ 

パネルの中でもイラスト入りで紹介しています。 

 

今まで何となく冬至にかぼちゃを買っていたお客様も、買わずに通り過ぎていたお客様も、 

パネルがあることで、足を止めて南瓜に関心を持っていただけるのではないでしょうか。 

前回の冬至の仕組みを説明したパネルと合わせて 2枚設置していただければ、 

より分かりやすく興味を持って見ていただける内容になるかと思います。 

弊社冬至用南瓜をお取組みいただけるお客様にデータをお渡しいたします。 

御注文頂ける際に、お問い合わせ下さいませ。 

是非、宜しくお願い申し上げます。(馬場真美) 

 

・訳あり 青森県産 斎藤農園 シナノスイート 

みなさんご存じの通り、今年のりんご栽培はさまざまな理由で大変苦しんでいます。 

弊社はりんごの味を重視する為に、敢えて葉を残すことで、 

その葉が、日光を存分に浴びて光合成を促進し、栄養素を実に注ぐことで、 

美味しいりんごが出来上がります。 

しかし、葉を残すことでの問題もやはり出てきます・・・。 

それは、りんごは葉よりも下にしか実が成らないので、当然のことながら、 

残している葉によって実に日光が当たりにくくなり、赤く色づきも悪くなってしまいます。 



 

栽培に苦労した分だけ選果基準が緩くなってしまうことで、 

例年よりも高い割合で色付きの良くない個体が紛れ込んできております。 

しかし弊社での商品化の色目基準が明確になっておらず、色付きの良くない商品化を発

送してしまいご迷惑をお掛け致しました。 

このきっかけから、弊社独自のカラーチャートを作成し再発を防止に努めています。 

カラーチャートで C、D を訳あり品として選果をしております。 

最近では色んな状態の商品の糖度などの測定をしよう！ 

ということで、このシナノスイートで色付きの良いものと、 

良くないものを独自に糖度測定してみました。 



結果は画像の通りで、色目の良くない個体の方が糖度も高く、 

食味も試食したスタッフは殆どが色目の良くない方を、 

総合的に美味しいと評価致しました。 

今回はこの色目の良くないものを訳あり品として、特別企画を作成致しました。 

訳ありシナノスイートの商品企画は原体のみとさせて頂きました。 

この産地状況を理解し、賛同して頂ける方からの御発注をお待ちしております。 

よろしくお願い致します。（有安海） 

 

・予告 新潟県産和泉さんのル レクチェ 

今年もこの季節きました。 

ル レクチエは新潟県の特産であり、洋梨の中ではトップシェアを誇るラ・フランスの 

だいたい 6分の 1 くらいの規模の栽培です。 

 

和泉さんの畑は旧白根地区で、信濃川の下流でよく氾濫した地域にあります。 

この畑のすぐ近くには里芋のトップブランドの一つで知られる五泉市があります。 

五泉の里芋も白根地区の洋梨も、 

信濃川の恩恵をしっかり受けて育つ土壌というわけです。 

ちなみにですが、今は取り扱いがなくなりましたが福井県上庄の里芋も 

九頭竜川のよく氾濫する地域であった為、やはり美味しく育つ土壌だったようです。 

            

更に、和泉さんは和梨・洋梨栽培農家の 3代目で 

おおよそ 100年この地域にル レクチエが来たときから栽培を続けている 

歴史ある農家です。 

100年間続けてこられたという経験値と技術力で 

当たり前のことを当たり前のようにやり続ける忍耐力の結晶のル レクチエ。 

ｗ４８から新登場予定です。 

期間としてはｗ４８からｗ５０（ｗ５１）と少々短いですが 



お取り扱いの検討宜しくお願いします。(吉田麻衣) 
新登場 

           青森県産 特別栽培 津軽りんごサンふじ 

           奈良県産        萩本さんの富有柿 

           奈良県産        益田さんのあんぽ柿 

           福井県産 特別栽培 吉村さんのほっこり金時 

 

商品案内変更 

           兵庫県産        養父養生にんにくホワイト六片 L サイズ・・・在庫販売 

           兵庫県産        あまたまちゃん・・・次週値上げ 

           青森県産 特別栽培 津軽りんごシナノスイート(訳アリ) 

 

終了 

           青森県産 特別栽培 津軽りんごシナノスイート 

           青森県産 特別栽培 津軽りんごジョナゴールド 

           青森県産 特別栽培 津軽りんご王林 28-32玉 

           宮崎県産 特別栽培 サツマイモ宮崎紅 

           北海道産 特別栽培 栗南瓜こふき 4-7玉 

           北海道産 特別栽培 栗南瓜恋するマロン 8-9玉 

           岐阜県産        加藤さんの清見とまと 

           北海道産 有機栽培 剣淵キタアカリ 

 

それでは、今週も御注文の程、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

有限会社アルファー 

吉田清一郎 

 


